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原井　一郎（はらい いちろう）
1949年生まれ。奄美の地元日刊紙の南海日日新聞、
大島新聞記者・編集長。
雑誌 Lapiz ライター。ジャーナリスト。奄美市名瀬在住。
主な著書に『奄美の四季』( 農文協 1988年 )、『苦い砂糖』
(高城書房 2005年 )、『欲望の砂糖史』(森話社 2014年 )
共著に『国境27度線』(海風社 2019年 ) 他。

海風社「南島叢書」100号記念近刊
予告

南島叢書100
定価（2400円＋税）
並製・A5判・300頁
ISBN978-4-87616-069-3
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出版

原井 一郎著

　海風社は、奄美諸島のなかの徳之島を出自とする作井満 (さくいみつる)が、南島叢書をメインのシリーズに
据えて、1981年に図書出版海風社として創業しました。以来、近代的な日本語文脈が取り残してきた、沖縄・
奄美領域を丁寧に掬い取るという南島叢書の刊行の精神を受け継ぎ、読者の皆様に良書をお届けすべく、日々
努力を重ねてきました。そして1982年の南島叢書第 1号の刊行から42年、その牛歩の中にようやく100号の
到達をみるに至りました。今後も愚直に歩みを続け、さらなる高みを目指します。ご支援ご愛読ください。

中西 雄二

奄美近代「流民化」の
インパクトと国際化時代

×(東海大学准教授)収録対談



　　　　　

定価1,800円＋税 並製・B6判

戦後、反米一大闘争で日本復帰を果たした奄美群島。だがその抜け駆け復帰で沖縄とは隔たりが。

「奄美人は幸せになれないだろう」。民政長官の冷徹な予言通り、米軍政は奄美に執拗な迫害を加え続けた―。

栄光で語られがちな奄美と沖縄の復帰。

その裏面史に光を当て、さらに経済学、民俗学の視点も加え、「国境27度線」を検証する！
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原井 一郎（はらい いちろう）

1949年生まれ。奄美の地元日刊紙の南海日日新聞、

大島新聞記者・編集長。雑誌Lapizライター、

ジャーナリスト。奄美市名瀬在住。

『奄美の四季』(農文協1988年)、『苦い砂糖』

(高城書房2005年)、『欲望の砂糖史』(森話社

2014年)他。
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国境27度線  256 頁

奄美復帰から 70 年、 知られざる歴史を拓く。
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斉藤 日出治 （さいとう ひではる）

1945 年生まれ。 社会経済学 ・ 現代資本主義論専攻。

名古屋大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。

元 ・ 大阪産業大学経済学部教授、 大阪労働学校 ・ アソシ

エ学長。 『グローバル化を超える市民社会』 （新泉社 2010 年）、

『帝国を超えて−グローバル市民社会論序説』 （大村書店 2005 年）、

『空間批判と対抗社会』 （現代企画室 2003 年）、 『国家を越える市

民社会』 （現代企画室 1998 年） 他。

酒井 卯作 （さかい うさく）

1925 年長崎県西彼杵郡西海町 （現 ・ 西海市） 生まれ。 民俗学者。

1950 年坪井洋文とともに民俗学研究所の研究員となり、 柳田国男と出

会う。 南島研究会や稲作史研究会などの旅で、 柳田のカバン持ちとし

て同行、 薫陶を受ける。 南島研究会主宰。 2023 年逝去。

『稲の祭』 ( 岩崎書店 1958）、 『琉球列島における死霊祭祀の構造』

（第一書房 1987 第 28 回柳田賞受賞）、 『柳田国男と琉球 『海南小記』

を読む』 （森話社 2010） 他。

南島叢書 98

2018 年南海日日新聞長期連載（44 回）一挙掲載！緻密な取材と丁寧な資料の読込から得られたエピソードの数々……
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